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業
に
取
り
組
み
、
新
規
事
業
と
し
て
赤

野
公
園
整
備
事
業
、
天
願
公
園
整
備
事

業
並
び
に
宮
里
公
園
整
備
事
業
に
着
手

し
ま
す
。

　
勝
連
城
跡
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

観
光
振
興
を
含
め
た
複
合
施
設
と
し

て
、
勝
連
城
跡
周
辺
整
備
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
等
の
整
備
、
運
営
、
管

理
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
民
間
活
力

の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
修
繕
・
更
新
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
景
観
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
市
民
と

連
携
し
、
良
好
な
景
観
や
緑
化
の
形
成

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

伊
計
島
の
景
観
地
区
指
定
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
幹
線
道
路
の
沖
縄
石
川
線
や
公

園
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
換
地
処
分
に
向
け
用
地
測
量
業

務
等
を
行
い
ま
す
。

　
施
工
中
の
組
合
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
技
術
的
指

導
等
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
早
期
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
の
観
点
か
ら
、
道
路
整

備
に
よ
る
住
宅
密
集
地
域
の
解
消
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
田
団
地

建
替
整
備
事
業
、
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善

事
業
（
東
山
団
地
）
を
引
き
続
き
推
進

し
、
修
繕
・
更
新
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
広
報
等
周

知
啓
発
に
努
め
、
海
中
道
路
周
辺
海
域

の
環
境
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
治
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
不
法
投
棄
対
策
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
要
望
の
高
い
、
取
っ

手
付
き
、
も
や
せ
る
ご
み
袋
（
中
袋
）

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
犬
・
猫
に
つ
い
て
は
、
適
正
飼
養
を

周
知
啓
発
し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
殺
処
分

の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
米
軍
基
地
に
起
因
す
る
騒
音
被
害
に

つ
い
て
は
、
国
が
進
め
て
い
る
嘉
手
納

飛
行
場
周
辺
の
第
一
種
区
域
（
コ
ン

タ
ー
）
の
見
直
し
に
関
し
、
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
防
音

工
事
の
対
象
住
宅
や
対
象
地
域
の
拡
大

等
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
津
堅
島
海
底

送
水
管
更
新
工
事
の
２
０
２
０
年
度
の

発
注
に
向
け
、
必
要
な
諸
手
続
き
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
管
の
更
新
及
び
基
幹
管

路
の
耐
震
化
を
進
め
、
災
害
に
強
い
管

路
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

漏
水
量
の
削
減
を
図
る
な
ど
の
有
効
率

向
上
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
事
業
計

画
区
域
内
の
整
備
を
行
い
、
公
衆
衛
生
の

向
上
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
る

と
と
も
に
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
「
郷
土
に
誇
り
を
も
ち
未
来
を

　
　拓
く
人
づ
く
り
」

　
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た

る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
活
動
の
充
実

に
取
り
組
み
、
義
務
教
育
へ
の
円
滑
な
接

続
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
に
お
け
る
複
数
年
保

育
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
を
目
指
し
、

新
学
習
指
導
要
領
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
に
向
け
た
授
業
改
善
等
の
充
実
を
図

り
、
各
学
校
の
取
り
組
み
へ
の
指
導
・

助
言
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
「
市
民
協
働
学
校
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
」
を
市
内
全
小

中
学
校
に
導
入
し
、
教
育
活
動
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
学
校
協
働
本

部
と
の
円
滑
な
連
携
を
通
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
け
る
支
援
・
相
談
体

制
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
相
談
室
や
適

応
指
導
教
室
の
運
営
の
充
実
に
努
め
、

悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
・
保
護
者
・
教

師
の
相
談
に
応
じ
、
課
題
解
決
に
向
け

て
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関
と
連
携
し

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
自
立

し
、
社
会
参
加
す
る
た
め
の
基
盤
を
培
う

た
め
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
特
別
支
援
へ
ル
パ
ー
等
を
配
置
し
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て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
未
然

防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め

ま
す
。

　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要

因
分
析
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
視
点
を
含
め
た
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
年
中
行

事
等
を
取
り
入
れ
た
献
立
、
う
る
マ
ル

シ
ェ
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
産
地
消

の
充
実
を
図
り
、
食
育
の
普
及
・
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
城
前
小
学

校
の
実
施
設
計
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
赤
道
小
学
校
及
び
宮
森
小
学
校
の

校
舎
増
改
築
事
業
を
継
続
し
、
耐
震
化

を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
与
勝
調
理
場
の
実
施
設
計
業

務
に
も
着
手
し
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

相
談
員
を
学
校
等
へ
配
置
し
、
児
童
・

生
徒
の
支
援
活
動
を
継
続
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
青
少
年
の
非
行
に
繋
が

る
深
夜
は
い
か
い
を
防
止
す
る
た
め
、

学
校
・
地
域
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、

街
頭
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
育

成
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学
校
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
及
び
中
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
、
子
ど
も
自
ら
が
自
治
意
識
を

高
め
、
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
、
よ

り
よ
い
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
心
豊
か

な
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
事
業
を
通
し
、
地
域
と

学
校
の
連
携
協
働
を
図
り
な
が
ら
子
ど

も
達
の
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地

域
の
教
育
力
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域

に
愛
着
を
持
つ
子
ど
も
達
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
ら
て
く
」
及
び
３
地
区
公
民

館
を
拠
点
に
、
市
民
の
学
習
機
会
の
拡

充
を
図
り
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
芸
術
劇

場
と
「
ゆ
ら
て
く
」
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
「
講
演
会
」

や
「
お
は
な
し
会
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
読
書
活
動
の
推
進

を
図
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学

習
を
支
援
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
郷
土
う
る
ま
市
関
係
資
料
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
や
、

社
会
体
育
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
効
果
的
・
効
率
的
な
施

設
運
営
を
行
い
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
具
志
川
総
合
体
育
館
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
の
コ
ン

セ
プ
ト
及
び
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
従

来
手
法
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
比
較
検
討

し
、
よ
り
事
業
効
果
の
高
い
手
法
に
よ

る
施
設
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市

民
芸
術
劇
場
、
石
川
会
館
、
き
む
た
か

ホ
ー
ル
の
特
長
を
活
か
し
た
公
演
事
業

を
推
進
し
、
沖
展
選
抜
展
、
獅
子
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
充
実
と
文
化
資
源
の

活
用
に
努
め
ま
す
。

　
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
保
護
及
び
発

掘
調
査
等
を
進
め
な
が
ら
、
各
種
講
座

や
学
校
教
育
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
人
々
の
営
み
と
関
わ

り
な
が
ら
、
価
値
を
形
成
し
て
き
た
文

化
財
を
後
世
に
保
存
・
継
承
し
て
い
く

た
め
、
新
た
な
文
化
財
の
指
定
に
努
め

ま
す
。

　
勝
連
城
跡
に
つ
い
て
は
、
復
元
整
備

と
史
跡
指
定
地
の
公
有
化
を
引
き
続
き

推
進
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
20

周
年
に
向
け
、

活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑹
「
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

　
　

　
　協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
行

政
の
協
働
の
も
と
、
地
域
防
犯
力
の
啓

発
活
動
や
警
察
及
び
防
犯
協
会
を
中
心

と
し
た
協
力
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
自
治
会
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
整
備
に
係
る
補
助
金
交
付
事
業
の

継
続
実
施
や
市
内
71

箇
所
に
整
備
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
運
用
を
通
し
、
さ

ら
な
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
警
察
や
交

通
安
全
協
会
等
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
に
向
け
た

取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

　
防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
自

然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
指
定
避
難
所


